
松伏町の農業の今
～ 次 世 代 農 業 者 の 取 り 組 み ～

「米屋カフェはちぼく」など６次産
業化にも力を入れて町の農業を盛
り上げてくださっています！

　自宅敷地内にある「米屋カ
フェはちぼく」では、自身が
生産したお米を使用してラン
チメニューを提供するなど６
次産業化にも力を入れている
ほか、「マチカラ」と名付けた
イベントを開催するなど『農』
に関連する様々な取り組みを
行っています。

　農業法人「株式会社はちぼく」
の代表取締役として、水稲を中心
とした農業経営を行う松伏町認定
農業者

　ねぎやブロッコリーなど露地野
菜を中心に生産する松伏町認定農
業者

　皆さんは、松伏産の農産物を食べたことがありますか？今回は、地域農業の活性化に力を入れている次世
代農業者の皆さんをご紹介します。生産者のこだわりが詰まった松伏産の農産物をぜひ召し上がれ！

　水稲を中心に露地野菜との複合
経営を行う松伏町認定農業者

　肥料、農薬を使用しない「無
肥料自然栽培」によって生産
したこだわりの野菜を『ます
だのやさい』としてインター
ネット販売をしたり、各種イ
ベントに出店したりするなど
多世代を意識した販売を行っ
ています。

　ねぎは季節に応じて10種
類ほどの品種を取り扱い、例
年秋に開催される松伏町農業
収穫祭の品評会では、２年連
続で「埼玉県知事賞」を受賞す
るなど多くの賞を受賞してい
ます。

栄養価の高い
「旬」の野菜を
お届けします!

八木　大輔 さん 舛田　晃 さん石川　裕典 さん

「無肥料自然栽培」の
　　　　　　こだわり野菜‼�

﹃ますだのやさい﹄
インターネットでも販売中！

り上げてくださっています！

　令和２年１月には、埼玉県
から、個人生産者として町内
初となる「S－GAP実践農場」
の評価を受けるなど、生産す
る農地からこだわる農業経営
を行っています。

寒い冬の中で
育った甘いねぎ
を召し上がれ！

　さらに、家族が経営するい
ちご農園の運営にも携わるな
ど多様な農業経営を行ってい
ます。
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問合せ 環境経済課 農政担当 ☎991-1853



大川戸1725　☎080-3583-1633
　（予約受付13：00〜18：00）
営業日：12月〜5月下旬頃　
  火〜日曜日　9：30〜15：00

ゆめみ野東2-1-1 ☎993-0051
営業時間： 9：00〜16：30( 4〜9月)
 9：30〜16：30(10〜3月）
営 業 日： 月・火・木〜土曜日
取扱品目： 米・野菜・花・植木・特産品・加工品

田中1-10-40　☎992-5408
営業日：火・水・木曜日　11：00〜16：00

築比地2134　☎090-4424-9699
　（予約受付9：00〜15：00）
営業日：１月〜5月下旬頃　
  10：00〜15：00 
定休日：月曜日（祝日の場合は翌日休み）

生産者と距離が近づく
キーワード！

金杉2033-3　☎991-2287
営業日：火〜日曜日　10：00〜17：00

6次産業化商品等が

購入できるお店や

いちご狩りができる

観 光 農 園 の 紹 介

6次産業化とは・・・

米屋カフェはちぼく

金杉糀屋松伏ふれあい直売所
「マップーちゃん」

地産地消　松伏産で元気いっぱい！

コロコロいちごファーム

いちごスタジアム

　6次産業化（6次化)とは、1次産業を担
う農林漁業者が、加工（2次産業）、流通・販
売（３次産業）にも取り組む経営形態を指
します。つまり1次×2次×3次＝6！で6
次化。生産者が熱い思いで行う6次化は、
わたしたち消費者と生産者の距離が縮ま
るきっかけにも。
　作り手の顔が見える6次化商品に、要
注目です！

農林水産省ホームページより

　町内農業者の方々が生産した農産物や加
工品などを取り扱っています。
　また、とうもろこし祭りや新米フェアな
ど年間を通して様々なイベントを実施して
います！
　現在は、新型コロナウイルス感染症対策
として、14時までの短縮営業と各イベント
を中止しています。

新型コロナウイルス感染症対策などにより、営業日・営業時間の変更や来場者数を制限している場合があります。
訪問の際は、事前にお電話などで確認をお願いします。

ホームページ
より

完全予約制

ホームページ

インスタグラム

インスタグラムフェイスブック

　令和2年1月に新規オープン。広々とした空間づくりや、
いちご狩りの時間を40分に設定するなど、ゆったりとくつ
ろげる場所の提供を心がけています。いちご狩りでは、あま
りん、紅ほっぺ、あきひめの3種類食べ放題コースも用意し
ています。また、農園内直売所ではパック販売に加え、厳選
したいちごの「贈答用」も販売しています。

　紅ほっぺ、かおりの、おいCベリー、あまりん、かおり
んなど8種程度の品種から、常時3～4種を提供し、お客様
に食べ比べを楽しんでいただけるよう心がけています。農
園内直売所では、贈答用の他に、品種を希望して購入可能
です。予約制。

　令和２年３月にリニューアルオープン。
　店主が生産したお米を発酵させて作り出す

　八木さんの奥様が経営する「米屋カフェは
ちぼく」では、八木さんが生産したお米を使
用したおむすびなどのランチメニューを提供
しています。おむすびはテイクアウト可能で
すので、ぜひご利用ください。
（テイクアウトは予約制。前日20:00まで）

糀の製法は、300年以上も受け継がれており、その糀を使用
し甘酒・塩糀やお味噌も製造販売しています。甘酒は砂糖不
使用にもかかわらず糖度が35％以上あり、アルコールや添
加物を一切使用していないため、小さいお子さんから運転さ
れる方も安心して飲んでいただけます。
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